


2024年LFPI技術委員会（関東支部）　先端技術セミナー

テ ー マ：	CO2 抑制と資源回収に関する先端技術
日　　時：	2024 年 7月 9日　10時 30分～ 17時 00分　　交流会：17時 30分～ 19時 30分
場　　所：	栗田工業株式会社　Kurita Innovation Hub
参 加 者：	現地 30名　Web 13 名

【内 容】
講演１　環境適合性と経済性の両立を実現する資源循環技術～イオン交換樹脂法～

東北大学大学院工学研究科　教授　北川 尚美 様

イオン交換樹脂法を軸とした廃棄油のリサイクルについてご講義いただきまし
た。植物油産業の現状、バイオ燃料との関わりは大変参考になりました。ひとつ
の廃棄物系統から複数種の有価物リサイクルが可能とのことで、大変高度な技術
だと感じました。
また、このような廃棄物のリサイクルに当たって課題となる、装置化や活用シ
ステムについて、大学主体で積極的に取り組みをされている点に、大変感銘を受
けました。

講演２　先端の資源回収技術「宇宙の水」
栗田工業株式会社　村松 勇一 様

将来の有人宇宙探査のため、開発中の水再生システムについてご説明いただき
ました。宇宙活動における水再生システムとしては、少ない消耗品と高い水回収
率が重要であるとのことです。
本年終了の軌道上の実証試験は、10年以上の歳月を要したとのことで、地道
な努力の積み重ねが重要であることを実感しました。

東北大学　北川先生

見学会の様子

栗田工業（株）村松様
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講演３　廃プラスチック分別プロセスにおける遠心分離機の適用　プラセンエース
巴工業株式会社　松本 光司 様

廃プラスチック分別プロセスにおける遠心分離機の適用についてご説明いただ
きました。デカンタ型遠心分離機をコア技術としたリサイクルシステムの例をご
説明いただきました。当該方式は、PE, PP 等のリサイクル用途で要求されるニー
ズに、上手く適合する技術であるとのことです。他用途での展開可能性について
も可能性のあるシステムとの印象を持ちました。

講演４　有機フッ素化合物（PFAS）の汚染実態と除去・分解技術
中央大学　教授　山村 寛 様

有機フッ素化合物（PFAS）の汚染実態と除去・分解技術についてご講義いた
だきました。PFAS 類の定義、国内外の規制状況、産業での使われ方からその排
水と処理方法に至るまで、広範囲且つ明解にご説明頂きました。問題提起にとど
まらず、「どう対応すれば良いか？」までご提案いただき、水処理産業界に従事
する企業として、大変参考になりました。

【所 感】
テーマとして、特定産業におけるリサイクルの取り組みから、昨今話題の有機フッ素化合物の情報、そして
宇宙開発までと、当会の直面する重要な事象が取り上げられており、大変有意義なセミナーでした。

〈オルガノ株式会社 技術開発本部 開発センター 企画管理部　成田 裕樹〉

巴工業（株）松本様

中央大学　山村先生

交流会の様子
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基礎実験講座

テ ー マ：	遠心分離機の基礎（講演と実習）、ろ布について

日　　時：	2024 年 8月 1日（木）　13時 00分～ 17時 00分　　交流会：17時 30分～ 21時 00分

場　　所：	株式会社松本機械製作所（オンライン同時開催）

参 加 者：	14 名（現地 7名）

【目 的】

講演では遠心分離機とろ布の基礎知識を学び、実習では遠心分離機ラボ機を使用して実際の操作や効果を体

感することで、遠心分離機の動きやろ過工程を確認し、技術的理解を深める。

【内 容】

講演 1　「遠心分離機の基礎、遠心分離機についての講演」
松本機械販売株式会社 大阪営業所長 中谷 様

松本機械販売株式会社様が提供するバスケット型遠心分離機の基本的な仕組みと構造を知ることができ
ました。
型式ごとの仕様や洗浄の手間、課題点について説明を受け、遠心分離機の目的である「固液分離」と「沈降」
の違いについても理解することができました。機械の選定や使用における重要なポイントを学ぶことができま
した。

講演 2　「ろ布についての講演」
大塚実業株式会社 営業部長 松田 様

大塚実業株式会社様はろ布の専門メーカーとして「ろ布」を提供しており、ワンストップで製造を行っている
ことや取引業界、仕様設備例等の説明がありました。ろ布を加工する際には糸の種類、織り方、目の粗さなどを
バリエーション豊富に調整することができ、お客様のニーズに合わせたろ布を提供していることを学びました。

◀ 現地会場講演の様子
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交流会の様子

実習　「バスケット型遠心分離機の実習」
松本機械販売株式会社 営業部係長 副島 様

実験場にてラボ用のバスケット型遠心分離機のテスト見学を通じて、講演１で学んだ内容を実際に体験し、
遠心分離機で固液分離がどのように行われるかを目の当たりにすることができました。また、型式ごとの遠心
分離機の実物も見学し、バスケット型遠心分離機について参考になりました。

実習 遠心分離機の説明をしている様子 実習 遠心分離機実験の様子

【所 感】

今回の講演・実習では、遠心分離機やろ布に関する知識を基礎から教えていただきました。遠心分離機に
おいては、実際に固液分離している様子を見学することができ、その工程についての知識をより深めること
ができました。特に印象的だったのは、デモ用の遠心分離機が 800G（重力の 800 倍）という力で作動し
ているにもかかわらず、とても静かに運転していたことです。技術の進化を実感しました。今回のセミナー
に参加したことで他社製品について基礎から学ぶことができ、大変有意義な時間を過ごすことができました。
また、交流会にも参加し、他社の参加者の皆様と交流を持つことができたことを嬉しく思います。心より感
謝申し上げます。

〈東洋スクリーン工業株式会社 企画技術部　秋場 佑人〉
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オープン委員会

LFPI 国際交流委員会で活発な活動を模索！
LFPI 国際交流委員会は、2024 年 7月 12 日に開催されたオープン委員会において、活発な議論を展開し、
今後の国際交流活動の方向性を決定しました。今回の委員会では、会員企業だけでなく、外国人社員を含む
多様な参加者から意見が飛び交い、活気に満ち溢れていました。
以下、開催の概要です。

開催日時：	2024 年 7月 12日（金）15：30～ 18：30（交流会含む）

会　　場：	株式会社トーケミ　本社　会議室　＋WEB（ZOOM）

参加人数：	現地 8名、WEB2名

開催目的：	LFPI の国際交流委員会では、会員企業の海外でのビジネスをサポートするために様々な活動を
行っています。今回の会議では、今後の活動の方向性を委員以外のメンバーから視点の異なる
意見や提案を抽出することで、より良い国際交流活動にしていきたいと考えて開催しました。

海外展開への強い関心と多様な活動への期待
参加者からは、インド、ネパール、カンボジア、中東など、様々な国への関心が寄せられました。海外視察、
展示会参加、海外企業との連携、そして海外出身者との交流など、多岐にわたる活動への期待が表明されまし
た。これらの意見は、会員企業がグローバルな市場へ積極的に進出しようとしていることを示しています。

多様な視点から生まれる新たな価値
今回の委員会では、外国人社員の参加も大きな特徴でした。異なる文化やバックグラウンドを持つ彼らから
の意見は、委員会に新たな視点をもたらし、より国際的な視野での議論を可能にしました。

具体的な活動計画
委員会では、以下の具体的な活動が提案されました。
●	テーマ別海外視察：持続可能な水処理技術や新興国の水ビジネスなど、テーマに特化した海外視察を
実施することで、会員企業は最新の技術や市場動向をいち早く把握することができます。

●	オンライン交流会：コストを抑えながら、海外の専門家や企業との交流を促進し、国際的なネットワーク
を構築します。

●	海外展示会への共同出展：LFPI の会員企業が一括で出展することで、相乗効果を生み出し、海外市場へ
の進出をサポートします。

●	海外インターンシッププログラム：若手社員の育成を目的としたプログラムで、海外での実務経験を
積む機会を提供します。

●	海外の大学・研究機関との連携強化：共同研究や人材交流を推進し、最新の技術情報を入手します。
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活動実現に向けた取り組み
これらの活動を実現するためには、費用、参加者、内容など、様々な課題を克服する必要があります。委員
会では、政府機関や地方自治体からの補助金獲得、企業からの協賛金募集、オンライン化や共同出展による
コスト削減などを検討しています。

会員の皆様へ
LFPI 国際交流委員会は、会員企業の海外展開を支援するため、今後も様々な活動を行っていく予定です。
会員の皆様には、積極的に委員会活動にご参加いただき、共に国際的なネットワークを築いていきましょう。

〈国際交流委員会 委員長 大洋産業株式会社　小田柿 喜暢〉
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青年部会講座（関東）主催見学会

テ ー マ：	浄水場とビール工場で学ぶ身近な水の作り方

日　　時：	2024 年８月 7日	 第 1部　10時 30分～ 12時 00分　　第 2部　14時 15分～ 16時 30分

	 	 	 交流会：17時 00分～ 19時 00分

場　　所：	第1部：茨城県企業局　利根川浄水場

	 第2部：キリンビール取手工場

参 加 者：20名

【目 的】

利根川の自然水を浄水処理し、飲用可能なレベルまで水質を引き上げる工程を浄水場とビール工場を見学す
ることで理解する。

【内 容】

第 1 部：茨城県企業局利根川浄水場　施設見学
第 1部では利根川浄水場で水処理技術について学びました。
こちらの施設は利根川から自然水を取り入れてろ過装置等により浄水し、取手市を含む周囲の 5市町に水
道用水を送っています。浄水能力は 1日に 10万㎥ほどで、地域住民の生活と周辺企業の活動に大きく貢献し
ています。
また、こちらの浄水場はオゾンと粒状活性炭処理を利用した高度浄水処理の設備を有し、より安全で良質
な水を提供することができます。具体的には、自然水に含まれる有機物をオゾンの強力な酸化作用と活性炭
の高い吸着性能により除去しています。実際にオゾン処理棟を見学しましたが、一つのフロアを大型で複雑な
オゾン処理関連装置が占めている様は壮観でした。

施設紹介 実験講座
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第 2 部：キリンビール取手工場　施設見学
キリンビール取手工場に移動し、ビールの製造工程を五感を通して学ぶ工場見学に参加しました。麦芽とホップ
を手に取って香りや手触りを体感し、VR映像を通して製造や出荷の工程を疑似体験した後、熟練スタッフが
注いだキリン一番搾りの飲み比べを行いました。
こだわりのビールを製造するため行う水処理工程の難しさを学ぶことができました。また、現存する国内最
大級のサイズの銅製仕込窯を見学するなど、貴重な機会を得ました。

【所 感】

利根川に関連する 2つの施設を見学することで、自然水を浄化して安全な飲用水に変える工程を詳しく知
ることができました。その過程では、河川水を理想的な水質にまで引き上げるための様々な知恵と工夫を目
の当たりにしました。さらに、求められる水質基準に応じて採用される処理方法が異なることを知り、水処
理技術の奥深さを改めて感じました。また、参加者同士で意見交換する中で、異なる視点についても学ぶこ
とができ、大変有意義な時間となりました。今回の見学会は、水の品質確保の努力を理解する大変貴重な機
会となりました。

〈富士フィルター工業株式会社 営業部　植松 誠〉

製造工程紹介 試飲会

集合写真 交流会 食楽 Bar Nobe
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青年部会講座（関西）主催見学会

テ ー マ：	あべのハルカスバックヤードから大型商業施設内の環境技術を学ぶ	
	 ＋あべのタスカル防災センターで防災意識を学ぶ

日　　時：	2024 年 8月 27日　13時 00分～ 17時 00分　　交流会：17時 15分～ 19時 30分

場　　所：	あべのハルカス・あべのタスカル防災センター（大阪府大阪市）

参 加 者：17名

【目 的】

①	あべのハルカスの建築に関する最新技術や環境に対する取り組みを施設内およびバックヤードの見学を通

じて学ぶ。
②	あべのタスカル防災センターにて近年発生が予測されている南海トラフ地震に対する準備と過去実例を通
じて自分の身を守れるような知識を身に付ける。

【内 容】

①南海トラフにて起こりうる被害と自分たちの取るべき行動について

場所：あべのタスカル防災センター
近年発生が予想されている南海トラフ地震に対して、過去の経験などから実際に発生した際の対応、事前に
できる準備や地震で発生する災害である火事や津波について学びました。
様々な疑似体験を通じて火災では、通電火災を防ぐ方法や煙への対処、消火のポイントを学び、津波では映
像資料や想定の高さを体験することで来ないと安易に考えるのではなく安全な場所へ避難することの重要性を
学びました。また震度 7を実際に体験したり、屋内での家具の固定や防災マップの作成、非常食の必要性な
どを学びました。

初期消火訓練 地震後避難訓練
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②あべのハルカスに取り入れられている技術や環境への取り組み

場所：あべのハルカス
高さ 300 ｍにもなるビルを支える「建築技術」と「環境に対する様々な取り組み」について学びました。

「建築技術」では強い西風を受けながらも倒れないように形を台形型に作られていることやバックヤードにて
バランスを保つための「ATMD」を見学、ご説明いただきました。
「環境に対する取り組み」では光、風、雨水を取り込むことで光は照明に風は空調に使用され省エネ化、雨水は、
地下に貯蔵され施設内にて再利用されており、地下の貯水施設や空調施設の見学をさせていただきました。

【所 感】

あべのタスカル防災センターでは様々な体験を通じてこれから起こる災害への対策と命を守るための行動を
学び、実際に発生した際には、学んだことを実践し身を守れるように取り組みたい。
あべのハルカスでは無駄のない考えられた構造と環境に様々な取り組みがされていることを学んだ。普段見
ることのできないところを見学、体験することができ大変有意義な時間であった。

〈ニチダイフィルタ株式会社　営業部　倉本 龍昂〉

あべのハルカスバックヤードツアー

集合写真　あべのハルカス展望台にて
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私の研究内容� 摂南大学理工学部 都市環境工学科　 水野 忠雄

学部生・大学院生として、オゾン処理やオゾンと
過酸化水素を用いた促進酸化処理をテーマとして与
えられて以来、長く研究してきました。その内容は、
基礎から応用まで、上水、下水、産業廃水を問わず、
手法としても実験的検討及び数値解析を合わせて実
施してきました。大容量、高濃度のオゾンを利用す
る場合、ガスとして発生し利用することから、水質
改善効果のみならず、気液分配係数や気液間物質移
動速度の評価も実施してきました。また、数値流
体力学（Computational Fluid Dynamics, CFD）
解析や簡易流動・反応モデルを用いて数百m3 の実
処理槽を対象とした性能評価も実施しています。こ
のように、オゾンを用いた水処理及び廃水処理の適
切な設計、運転、制御には、反応、気液間物質移動、
気液の流動を考慮する必要があります。長く研究を
続けてこられた要因は、これらのことをまだ知らな
かった学部生・大学院生の頃の違和感だと今では振
り返ることができます。ガスを用いた処理方法で
あったために回分、半回分、連続（流動も様々）実
験と手法も研究者ごとに様々で、対象も各物質の分
解・生成であったり、実装置の連続運転評価であっ
たりと、どのように統一的に理解できるのだろう
という疑問が常に頭にありました。まだまだ情報が
整理されていない時代だったと振り返ることができ

ますし、現在の実装置の運転を見ても経験に頼る部
分が多く、理論的に説明可能な運転・制御にはなっ
ていないことにも気づきます。また、昨今のオゾン
利用目的が水質マトリクスに対して微量にしか存在
しない化学物質や微生物群の除去であり、理論的に
考えると、このような濃度比であれば、必要オゾン
量だけでは情報が不十分で、本来は反応速度の評価
も必要だと思うのですが、量による評価が一般的と
なっています。
こういったこともあり、オゾン処理及び促進酸化
処理を対象とした理論水処理学の確立を標榜すると
ともに、理論に基づく実装置の設計・運転・制御に
寄与したいと考えています。
プロセスを考えるとオゾンの前処理として懸濁物
質の除去は重要となります。また、紫外線処理は常
にオゾン処理の比較対象技術として注目されてきま
した。固液分離技術、紫外線処理ともに流動解析適
用の可能性が高いと考え、CFDを併用した性能最
適化研究も実施しています。
オゾン処理や促進酸化処理技術の適用を検討され
ている方々への有益な情報提供となるよう、技術開
発の経緯やその歴史に関する文献調査に加えて、技
術適用の現状把握を目的として未利用統計データを
活用した解析なども行っています。

理論水処理学の確立を目指して
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企業紹介   日本リファイン株式会社

日本リファインは、有機溶剤の再資源化事業を通じて環境負荷の少ないサステナブル（持続可能）な資源循

環型社会への転換を目指しています。当社の長年の取り組みが認められ、2024 年 4月に環境省が主催する「エ

コ・ファースト制度」において、「エコ・ファースト企業」の認定を取得しました。本制度とは企業が環境大

臣に対して自らの環境保全に関する取り組みを約束し、環境の分野において業界をリードする活動を行ってい

る企業であることを環境大臣が認定するという制度です。

有機溶剤の再資源化事業に関して、人類・社会のサステナビリティ実現のためには、地下資源である石油由

来の溶剤から地上資源由来である溶剤への転換が必須と考えております。日本リファインではカーボンニュー

トラルに向け、石油由来溶剤から地上資源由来溶剤への置き換えやリサイクル提案など、新しい地上資源の事

業に積極的に取り組んでおります。

カーボンニュートラルに向けた取り組みの一環として、当社は 2024 年 5月に大阪で開催されたサステナブ

ルマテリアル展に参加しました。おかげさまで当社ブースは大変好評で、多くのお客様に地上資源由来の溶剤

を紹介することができました。今後は地上資源の事業を通じて、サステナブルな社会の醸成・実現に貢献して

いきます。

〈東京営業部　佐藤 貴寛〉

エコファースト認定式の様子
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企業紹介   日本濾水機工業株式会社

セラミック製ろ過筒の開発をした 1918 年に創業。100 年を超えました。ソフトセラミックスの為、削るこ

とが出来るので反復使用が可能。コストメリットが売りです。原料は自然の土なので、廃棄時には再び土に戻

すことが出来るのも利点。数ミクロンレベルの除去に適しており、飲料、食品、化粧品などのろ過工程で長年

使用されてきました。操作の簡易性から災害時のろ過機としても重用され、近年では横浜市のウクライナ支援

用ろ過機として採用され、現地で活躍中。ろ過部門は、ろ紙、メンブラン、カートリッジなどろ過機単体の品

揃えをして、種々の精密ろ過ニーズに応えています。もう一つの柱「水処理部門」は、イオン交換装置を手始

めに、RO、UF、EDI 装置の製造、さらに自社ブランドの蒸留機を加えて、医薬用水プラントに軸足を置く

ようになった。特に注射用水レベルを得意としている。結果、主要取引先の多くは製薬会社である。経営姿勢は、

開発、製造、販売を自社で一貫し、独立独歩を旨としている。社長も既に 5代目に交代し、新しい挑戦が始まっ

ている。

思えば、当会にはスタートから参加。会の名称選定、諸規定制定などの基礎固めに関わったのが懐かしい。

今後も当会がさらに発展されることを祈念します。

〈会長　橋本 祐二〉

セラミックろ過筒 旧焼成炉
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　　技術委員のつぶやき話（その58）
オルガノ株式会社　菊地　凱

日本酒とお水のおいしい関係
みなさん日本酒はお好きでしょうか？二十歳のときから、お酒を飲むときは専らビールですが、そんな私も
次の誕生日で三十歳を迎えるため、これからは日本酒にもチャレンジしたいと思っています。ちなみに、おい
しい日本酒とはどういったものなのでしょうか。日本酒のうち、約８割は水で、残りの約２割は、アルコール、
糖分、アミノ酸、になります。つまり、おいしい日本酒には良質な水が欠かせません。「名水あるところに銘
酒あり」と言われるように、その昔、名水を求めて醸造所を移動する酒蔵もあったそうです。
日本酒をつくるのに適している水とは、「酒質を悪化させる成分が含まれない水」になります。では、酒質
を悪化させる成分とは何でしょうか。代表的な成分に、鉄やマンガンがあります。鉄は日本酒を赤褐色に着色
させ、味や色が悪化します。マンガンは、光による着色作用を促進してしまいます。
一方で、日本酒造りに良い効果をもたらす成分もあります。カリウムやリン酸、マグネシウムは、必須無機
塩分として、酵母の増殖や発酵を助けますし、クロールやカルシウムといった成分は、酵母からの酵素の溶出
を助けます。兵庫県の「灘の宮水」には、これらの成分が多く含まれており、この水から造られた日本酒は、
キレのあるしっかりとした味わいがあります。
ここまでおいしい日本酒と良質な水の関係についてお話してきましたが、驚くことに、水道水をつかって日
本酒造りを行っている酒蔵が東京都にあります。東京の水道水は、高度浄水処理がされているため、鉄分やマ
ンガンなどを含みません。さらに、酒処として有名な京都の伏見の水と近い「中軟水」であるため、おいしい
日本酒をつくることが出来るそうです。
清らかな天然水から造られた日本酒、水処理がされた水道水から造られた日本酒。様々な日本酒を飲み比べ
て、自分好みの銘柄に出会いたいと思います。
オルガノは、総合水処理エンジニアリング企業として、お酒の精製も手掛けていることもあり、今回は日本
酒とお水の関係を紹介させていただきました。最後まで読んでいただき、ありがとうございました。

明治神宮に奉納されている酒樽の前で
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広報委員会がちょっと調べてみました
情報アレコレ

）（ 富士登山
第35回

「富士山」以前から一度は登ってみたいと思っ
ていましたが今年決意、登山デビューして初心者
ながら８月４日に富士山登頂を無事達成すること
ができました。登頂するにあたって色々富士登山
の事を調べましたので私の感想含めてご紹介いた
します。

富士登山のシーズン・開山期間は短い
山頂に至るルートは 4つあります。

①	吉田ルート（利便性が高く一番人気のルート）
	 開山期間 7/1 頃～ 9/10 頃

②	須走ルート（景色の変化が楽しめるルート）
	 開山期間 7/10 頃～ 9/10 頃

③	御殿場ルート（標高差距離もあり実力派ルート）
	 開山期間 7/10 頃～ 9/10 頃

④	富士宮ルート（駿河湾を背に登る最短ルート）
	 開山期間 7/10 頃～ 9/10 頃

富士山登頂のチャンスは約 2か月間でとても短い
です。初心者の私は一番人気の吉田ルート（山小屋
泊・山頂御来光）にチャレンジしました。アクセス
も良く途中に多くの山小屋（17 か所）があり登り
やすいルートです。（※今年から通行規制と通行料
2000 円のルート）

富士山って空気が薄い
標高 3776 ｍの富士山では、山頂の気圧は３分の
２で酸素濃度は平地の半分しか無い為ハイペース
で登ると高山病にかかりやすくなります。予防の
為に 5 合目（標高 2000 ｍ程度）で 1 ～ 2 時間高
度に体を慣らし深呼吸を意識して体内に酸素を取
り入れ登山をすることが基本です。私の場合は高
度を上げていくにつれて数m歩いただけで息が切
れそうになり眩暈がして何もかも初めての経験で
びっくりしました。頬を膨らませて息を吐き深呼
吸を何度も繰り返し苦しさを乗り越え何とか高度
に順応しました。大変でした。

富士山って夏でも寒い
標高が100m上がるごとに気温は0.6℃下がると
いわれています。山頂の８月の最高気温は9.5℃最
低気温は3.3℃（1991～ 2020年平均）です。山頂
では真夏なのに真冬のような防寒対策が必要です。
私が登った日はとても穏やかな天候でフリースを
着て無事ご来光を拝むことができました。山頂で食
べた温かい具沢山の豚汁は冷えた体と空腹と山頂の
興奮が混じってとても美味しく忘れられない思い出
になりました。

富士山の頂上は８つあった
山頂噴火口の周囲には標高日本一の剣ヶ峰をはじ
め白山岳、久須志岳、成就岳、伊豆岳、朝日岳、駒
ケ岳、三島岳の８つのピークがあります。（標高差
70m、一周 2.5 ㎞）
この山頂噴火口の 8つのピークを周回するお鉢巡
りというコースもありますが今回は諦め次回のチャ
レンジとしました。

長い長い砂まじりの下山
ラララ…♪砂まじりの富士山、人の波は消えぬ～♪
下山ルートは岩場の登りルートとは一変して砂

（砂礫）ばかりの道でした。砂埃を立てながら永遠
と続きそうなジグザグ坂道を折り返すこととなりま
す。はじめは一歩踏み出しては砂に埋まり苦労しま
したが慣れてくると脱力しながら砂を滑り降りるよ
うに踏み出すことができ楽になりました。無事下山
したときには顔もザックも砂まみれでした。富士登
山は簡単な登山ではありませんが達成感が自信にも
つながり良い経験になりました。未経験の人はチャ
レンジしてみてはいかがですか？

〈森永エンジニアリング株式会社　植野 聖視〉
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当社は排水処理を主に土壌汚染対策等、環境汚染対策を行っております。又、これらに関する資機材の設計・

販売・レンタルを主業務としております。

私は、一昨年 1月に縁があり 53歳にして、全くの異業種から中途入社いたしました。見るもの触るもの全

て初めての中、化学の知識、装置の知識等ない状態から早 2年余りが過ぎました。

当初は一人では何もできない状態でしたが、極僅かでも出来る事が増えることで楽しく勤務しています。

ゼロからのスタートですので、何をするのも初めてです。でもチャレンジしなければ経験を積む事は出来ず、

いつまでたってもゼロのままです。上手くやる、早く覚えるなど自分目標と実力のギャップに心が折れそうな

時もありましたが、何事にもチャレンジする気持ちで取り組んでいます。

失敗を恐れないでチャレンジする勇気をもらえる恵まれた環境なので、経験を積み重ねキャリアアップして

いく事を今の目標としています。

周りの人たちにアドバイスや手ほどきを受けながら、現在は自社所有装置のメンテナンスや倉庫の管理、現

場施工などに従事しています。

必要な知識や経験は多岐にわたるため、まだまだ先は果てしなく感じますが、自分の一歩一歩を確実に毎日

を大切に勤務していきたいと思います。

  私たちも頑張ってます！  ～若手社員の仕事風景～

キャリアアップとチャレンジ

株式会社水循環エンジニアリング

吉田 貴裕
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当社は創業から 108 年となる化学品の専門商社で化学品分野、エレクトロニクス分野、医農薬原料・中間体・

受託合成、樹脂関連分野、環境関連分野の商品をお客様のニーズに合わせ国内外問わず販売しております。

弊社は 10の営業部署があり、その中で今年私が新入社員として配属になったのが、アクアソリューション

部です。

アクアソリューション部では、水処理膜や水処理設備、カートリッジフィルター、半導体用フィルターを取

り扱っており、他部署のお客様への提案をすることも多くあります。

私は当社で在庫する商品の管理を行っており、在庫している商品には使用期限があるため、注文量と使用期

限を注視しながら運用をしています。お客様に対して丁寧なヒヤリングを行い、予測した量と注文量が合致し

たときにやりがいを感じています。

また、入社した当初は先輩の商談に同行し勉強させていただきましたが、調達や技術の方に訪問することが

多いため、内容が難しく、理解できずに商談を終えることがよくありました。現在はそのようなことがないよう、

先輩方や取引先の方に積極的に質問し、疑問を疑問のまま残さないことを意識して仕事に取り組んでいます。

今年の 10 月からは医療機器関連メーカーや空調設備メーカーのお客様を中心に営業担当を持つため、

業界動向や専門知識についての疑問を解消してスムーズな取引ができるように日々の業務を行っていきた

いです。

  私たちも頑張ってます！  ～若手社員の仕事風景～

疑問を疑問のまま残さない！

宇津商事株式会社

アクアソリューション部　中村 洋人
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特別連載企画   古希の気ままな世界一周一人旅 （その4）

「以和為貴・・・」の法隆寺から北東に約 4 ㎞、お茶で有名な禅宗大徳寺派の慈光院があります。この
寺を建立した片桐石州は精進料理とお茶で「朋あり遠方より来たるまた楽しからずや」と、遠客をもてな
したことを和尚さんからお聞きしました。この精進料理、世界に誇れる「和食」の一つではないでしょうか。
一方、高知県安芸郡芸西村に「和食」（わじきと読む）の地名があり、土佐くろしお鉄道の駅もあって、
駅ホームから広大な太平洋が望めます。この地名のいわれは分かりませんが、和は輪や話の意味も含まれ
るように思います。その昔、この辺りの人たちはコミュニティーのなか、輪になって共に食事をしながら
収穫などに感謝したのではないかと想像しています。このような「和食」の話をニュージーランド編で少
し綴っています。

土佐くろしお鉄道 ごめん・なはり線　和食（わじき）駅

第４回目は、「4.2）ニュージーランド」「4.3）オーストラリア（後半）」「4.4）タイ」です。

「4.2）ニュージーランド編」では、温泉で人生の垢を洗い流したつもりですが・・・？
おっと、その前にオーストラリア出国時にウルルの神のご加護を頂きました。

＜本文から・・・＞
オープンゲートの時間が迫ってきたので搭乗口まで行く。席が前方ということもあり、搭乗口のベンチに
腰を下ろし混雑が少し過ぎるまで待つ。そして、やおら席を立ち搭乗口に向かうも、何か私を引き留める力
が働く、そう、神の見えざる力が働いているようである。刹那、後方を振り返ると青い袋が落ちているでは
ないか。そう、搭乗券を取り出した時、一緒にリックサックから落ちたに違いない。袋にはクレジットカー
ド2枚、現金7万円ほど入れていた。助かった！これは、きっとウルルの神の、登山を希望しなかったこと
へのお礼ではないかと真剣に思っている。
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坪内 信行
1949年（昭和24年）5月生まれ、いわゆる団塊の世代
です。LFPIには同世代の方々もおられ、酒飲みの一人と
して参加の思いが強く残ります。出身地は高知県高知市、
1972年近畿大学金属工学科卒業、東洋スクリーン工業
（株）入社、その後足掛け47年、2018年69歳で退職し
ました。2019年6月末に諸団体の委員や審議員の引継ぎ
を全て終え、間髪を入れず70ジジイの世界一周一人旅、
現在「四時閑居閑人」としてほぼ自適に過ごしています。
プロフィール代わりには「金属をアートする 七人のサ
ムライ」（打越保著）に綴っていただきました。

1998年2月「清澄化技術とISO14000」講演会（News 
Letter 3：1998年4月）の機会からでした。この年ISO	
14000sの国際会議で中小企業として意見具申をしたこと
があり、その取り組み事例としてLFPIの見学会を奈良工
場で行ったと思います。
その後、幹事会に参加をさせていただきながら、LCP

（後、環境と経済）分科会の世話役、環境とエネルギー委
員会の委員長、理事会にも参加していました。
LCP分科会での「醤油のLCA分析」の実学は合理的な
CO2排出量の知見を得ることができ、今も地球温暖化防
止のNPO活動に生かされています。また、上記委員会メ
ンバーの協力をいただき見学講演会も開催しました。例
えば、大阪府エコタウンや八丈島の地熱発電など、そし
て青年部会では関西国際空港見学会のお手伝いをしたこ
ともありました。
退職後は特別個人会員として現在に至っています。

著者プロフィール LFPIとのかかわり

本編の続きは
LFPIホームページより

ご覧ください。

古希の気ままな世界一周一人旅
https://www.lfpi.org/business/publication/report.html

「4.3）オーストラリア（後半）編」では、「砂」のはなしに触れ、家族への土産を買いました。

＜本文から・・・＞
さて、これからパースに戻り孫たちへの土産を買い求めに行かなければならない。オーストラリアと言えば
コアラ、そのぬいぐるみをリクエストされていた。パースの町には数多くの土産物屋がある。いわゆるバッ
タ屋的な店から、いかにもオーストラリアの土産屋というものまで玉石混交である。そのなかで、店構えの
よさそうなところに入ってコアラのぬいぐるみを探してみた。スーツケースに入る大きさから25cmサイズを
4個ほどと考えていたが、@2,000円前後、おぉ、その中で2倍以上高いものもある。ここで注意をしなけれ
ばならない、ぬいぐるみのタグに、老眼の私には点としか見えないような文字でMade in China、危ない。

「4.4）タイ編」では、日本人とタイ人の友人を訪ねました。
もちろん、タイ人は日本語が話せます。「朋あり遠方より来たるまた楽しからずや」でウエルカムしていた
だいたものと勝手に思っています。そして、日本人は、難波の串カツ屋さんの常連仲間です。タイまで押し
かけて「まっ、一献」この紀行文中日本人でプライベート上における実名を書かせていただいているのは彼だ
けです。もちろん了解をして頂いております。沖縄に行かれた時は「かりゆし水族館」も訪れてみてください、
タイ編ではこのあたりの経緯も綴っています。
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記後集編
今年のサンマは初水揚げ豊漁とのニュース
が流れてきました。食いしん坊の私には「庶
民のサンマ」が戻ってきてくれる事はとても
うれしいニュースです。毎年「庶民の・・・」
が続くにはどのようにしたらよいのか水産資
源・食の資源、フードロス等々考えさせられ
ます。
今年の秋の味覚を大事にして「考える秋」「食
欲の秋」を楽しんでいきたいと思います。
皆様の御協力のもと今回のニュースレター
109号が完成いたしました。紙面はいかがで
したでしょうか？今後とも皆様に役立つ情報
を発信できる会報紙ニュースレターづくりに
取り組んでまいりますのでよろしくお願いい
たします。

〈森永エンジニアリング株式会社　植野 聖視〉

会からのお知らせ

第28回定時総会 シンポジウム2024のご案内
テ ー マ：�サステイナブルな社会に向けた開発と	

災害に強い社会に向けた取組
開催日時：2024年10月23日（水）～ 24日（木）
会　　場：	芝浦工業大学 豊洲キャンパス 
	 東京都江東区豊洲３丁目７番５
	 東京メトロ有楽町線「豊洲駅」１c	
	 または３番出口から徒歩７分
主なプログラム
定時総会：	第28回定時総会
講 演 会：	【基調講演】上下水道行政の最近の動向

（国土交通省大臣官房参事官　石井 宏
幸様）他5件のご講演

見 学 会：	芝浦工業大学及び「そなエリア東京」	
「豊洲エネルギーセンター」

お申込期限：10月9日（水）
　＊会場での参加及びWebでの参加が可能です。
申込はHP又はメールで受け付けております。
　HP: https://www.lfpi.org
　メールアドレス：lfpi_03@lfpi.org
奮ってご参加ください。
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